
宇部市公文書等管理条例（素案）に対するご意見（パブリックコメント） 
該当条項 意見 回答 採 用 の

可否 
修正前 修正後 

全体  特定歴史公文書の保存、
利用等については、8 ページ
以降の第 3 章で詳しく定め
られていますが、特定歴史
公文書に指定される前の公
文書に係る「利用」に関し
て、どのように取り扱われ
るのかよく分かりません。 
 公文書は情報公開条例で
対応するということなので
し ょ う か ？  そ う で あ れ
ば、特定歴史公文書に関し
ても、情報公開条例を詳し
く改正して対応することに
してはいけないのでしょう
か？ 

 特定歴史公文書に指定され
る前の公文書の利用について
は、「行政機関の保有する情報
の公開に関する法律」の趣旨
に基づき制定した宇部市情報
公開条例により既にその運用
をしていることから、お見込
みのとおり、これまでどおり
宇部市情報公開条例で対応す
ることとなります。 
 一方で、特定歴史公文書に
ついては、別の法律である「公
文書等の管理に関する法律」
において、その保存、利用等
を定めていることから、新た
な条例を制定し、対応すべき
ものと考えています。 

参 考 意
見 

  

全体  現在の「宇部市文書取扱
規程（昭和五十一年三月二
十九日規程第二号）」と本条
例（素案）の関係は、どうな
りますか？ 

 これまで、本市の公文書の
取扱いについては、市⻑部局
においては「宇部市文書取扱
規程」で、また各行政委員会
等においても、それぞれの規
程で定めていました。 
 本条例の制定後は、本条例
が公文書の取扱いに関する市
全体のルールと位置づけられ
ることになります。 
 また、本条例第１０条で「公
文書の管理に関する定め」を
設けることとしており、この
規定に基づき、現行の「宇部
市文書取扱規程」を改正し「宇
部市公文書管理規程」を定め
る予定としています。 

参 考 意
見 

  



第７条 
第２項 

 「電子情報処理組織」とい
う文言は、一般的な文言な
のでしょうか？ 私はすぐ
には分かりませんでした。 
 まだ一般的文言でないと
すれば、例えば第 2 条第 2
項の「電磁的記録（電子的方
式、磁気的方式その他人の
知覚によっては認識するこ
とができない方式で作られ
た記録をいう。以下同じ。）」
のような脚注を設けられて
はいかがでしょうか。 

 「電子情報処理組織」とは、
一般的にはインターネット、
メール、システムなど、市の
コンピュータと市⺠の方のコ
ンピュータを繋ぐネットワー
クを表すときに使用する用語
ですが、今回の公文書ファイ
ル管理簿の公表については市
ウェブサイトを利用して公表
することを予定しているた
め、「インターネット」という
表記に変更したいと考えてい
ます。 

採用 （公文書ファイル管理簿） 
第７条 実施機関は、公文書ファ

イル等の管理を適切に行うた
め、市規則で定めるところによ
り、公文書ファイル等の分類、名
称、保存期間、保存期間の満了す
る日及び保存期間が満了したと
きの措置その他の必要な事項
（宇部市情報公開条例（平成１
２年条例第３号。以下「情報公開
条例」という。）第７条に規定す
る非公開情報に該当するものを
除く。）を帳簿（以下「公文書フ
ァイル管理簿」という。）に記載
しなければならない。 

２ 実施機関は、公文書ファイル
管理簿について、一般の閲覧に
供するとともに、電子情報処理
組織を使用する方法その他の情
報通信の技術を利用する方法に
より公表しなければならない。 

（公文書ファイル管理簿） 
第７条 実施機関は、公文書ファ

イル等の管理を適切に行うた
め、市規則で定めるところによ
り、公文書ファイル等の分類、名
称、保存期間、保存期間の満了す
る日及び保存期間が満了したと
きの措置その他の必要な事項
（宇部市情報公開条例（平成１
２年条例第３号。以下「情報公開
条例」という。）第７条に規定す
る非公開情報に該当するものを
除く。）を帳簿（以下「公文書フ
ァイル管理簿」という。）に記載
しなければならない。 

２ 実施機関は、公文書ファイル
管理簿について、一般の閲覧に
供するとともに、インターネッ
トの利用その他の方法ああああ
あああああああああああああに
より公表しなければならない。 

 
 
 
 
 
 



第１１条 
第３項 

 漏えい防止のための必要
な措置がなされる個人情報
は、生存する個人に関する
情報だけなのでしょうか？ 
死亡した個人の情報は保護
されないのでしょうか？ 
 また、生存しているかど
うかは、どのように調査す
るのでしょうか？ 現在な
らマイナンバーで可能とい
うことでしょうか。 

 第１１条第３項に規定する
個人情報に、死亡した個人の
情報を含めていないのは、「個
人情報の保護に関する法律」
が、「個人情報」を「生存する
個人に関する情報」に限って
いるからです。 
 しかしながら、市⺠が利用
することができない情報とし
て第１３条第１項第１号イに
規定する「情報公開条例第７
条第２号に掲げる情報」には、
生存する個人の情報だけでな
く、死亡した個人の情報も含
みます。 
 よって、死亡した個人の情
報も同様に保護されることと
なります。そのため、特に生
死の調査も行いません。 
 

参 考 意
見 

（特定歴史公文書の保存等） 
第１１条 市⻑は、特定歴史公文

書について、第２６条の規定に
より廃棄されるに至る場合を除
き、永久に保存しなければなら
ない。 

２ 市⻑は、特定歴史公文書につ
いて、その内容、保存状態、時の
経過、利用の状況等に応じ、適切
な保存及び利用を確保するため
に必要な場所において、適切な
記録媒体により、識別を容易に
するための措置を講じた上で保
存しなければならない。 

３ 市⻑は、特定歴史公文書に個
人情報（生存する個人に関する
情報であって、当該情報に含ま
れる氏名、生年月日その他の記
述等により特定の個人を識別す
ることができるもの（他の情報
と容易に照合することができ、
それにより特定の個人を識別す
ることができることとなるもの
を含む。）をいう。）が記録され
ている場合には、当該個人情報
の漏えいの防止のために必要な
措置を講じなければならない。 

４ 市⻑は、市規則で定めるとこ
ろにより、特定歴史公文書の適
切な保存を行い、及び適切な利
用に資するために必要な事項を
記載した目録を作成し、公表し
なければならない。 

 

 

第１１条 
第３項 

 保 護 さ れ る 個 人 情 報 に
は、市⻑名など公人の氏名
も含まれるのでしょうか？ 

 市⻑名などの公人の氏名に
ついては、職務の遂行に係る
情報であれば保護の対象とは
なりません。 
 

参 考 意
見 



第１２条  「特定歴史公文書の利用」
とは、どういったことを想
定されていますか？ 
 情報公開とは違うのでし
ょうか？ 

 「特定歴史公文書の利用」
は、基本的には情報公開請求
と同様に、利用者からの請求
に対し、特定歴史公文書の「閲
覧」や「写しの交付」を想定
しています。 

参 考 意
見 

（特定歴史公文書の利用を請求す
る権利） 
第１２条 何人も、この条例の定

めるところにより、市⻑に対し
て特定歴史公文書の利用の請求
をすることができる。 

 

 

第２４条  「利用の促進」について、
具体的にはどのような方法
を想定していらっしゃるの
でしょうか？ 
積極的に展示会などを開催
されるのでしょうか？ 

 現時点では、特定歴史公文
書の名称などを記載した目録
を作成し、それを市⺠閲覧コ
ーナーに設置するとともに、
市ウェブサイトで公表するこ
とを想定しています。 

参 考 意
見 

（利用の促進） 
第２４条 市⻑は、特定歴史公文

書（第１３条の規定により利用
させることができるものに限
る。）について、展示その他の方
法により積極的に一般の利用に
供するよう努めなければならな
い。 

 

 

 


